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野村総合研究所と共同で「イノベーター」を発掘・育成するパイロットプロジェクトを実施 

 

当行は、株式会社野村総合研究所（東京都千代田区、代表取締役社長 嶋本 正、以下「NRI」）と共同で、20 代から

40 代の社会経験がある方を対象に、新しい価値を創造できる人材である「イノベーター」の発掘・育成を目指すパイロット   

プロジェクト「Create U（クリエイトユー）」を平成25 年10 月までの予定で実施いたします。その第1 回イベントとして、7 月18 日

（木）に 100 名規模の対話型セッション「Dialogue Night（ダイアログ・ナイト）」を開催します。 

 

このパイロットプロジェクトでは、従来なかった革新的アイデアを生み出し、それを新しいビジネスモデルなどのカタチにできる 

人材を「イノベーター」とし、10 月までに3 回の対話型セッションと 2 回のワークショップを行い、合計300 名の参加を想定しています。 

 

 大規模な対話とワークショップを通じて、参加者が自己の思いと社会をつなぐ場に 

日本社会を再活性化していくためには、行政や大企業が社会課題を解決するだけではなく、社会を変える革新的アイデア

をより多く生み出し、それをカタチにし、実行することが求められています。そのためには、社会を変えるアイデアを想起できる人材

の数そのものを大幅に増やす必要があり、そのような「イノベーター」の発掘・育成をすることを目的に、以下の内容で「Create U」

を実施します。 

このパイロットプロジェクトでは、当行と NRI が共同で、各種イベントなどを含めたプログラム全体の企画・運営を行います。 

 

【対 象】 社会への問題意識はもっているが、その解決に向けた具体的な活動には至っていない社会人および学生、

主に 20 代から 40 代の社会経験がある方 

【取り組み】 （1）「Dialogue Night（ダイアログ・ナイト）」 

社会に新たな価値をもたらした多様な人材との交流を通じて、参加者全体で価値観を共有し、自らの  

社会ニーズへの認識を深めるための大規模な対話セッション 

（2）「Prototype-Camp（プロトタイプ・キャンプ）」 

アクションや事業を考案することでアイデアをカタチにするためのワークショップ 

 

当行では、従来から創業支援を法人向け業務の重点業務のひとつとして位置づけており、平成 24 年 3 月に設置した VBI

推進部を中心にビジネスインキュベーション業務（新事業領域の開拓および地域振興）を推進、その一環として、技術や事業モ

デルなどにおいて潜在的な成長力を有するベンチャー企業への投融資、および未上場の製造業企業に対する 成長資金供給

を行うファンドへの出資などの取り組みを行っております。今回、NRI とパイロットプロジェクトを実施することによって、従来の商業

銀行とは異なるアプローチで革新的なアイデアを生み出す「イノベーター」を支援し、生み出されたアイデアの具体化に主体的に

関わることで、社会課題の解決と社会の再活性化に貢献してまいります。 
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